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・以下の機材があることをご確認ください。

必要な機材

・PC ・USB LANアダプタ ・LANケーブル ・KES IoT Logic

Chrome をインストールしておいてください。

PCにLANポートがある場合はアダプタは不要ですが

IP設定を固定し切替ながらセットアップするため、

専用に1つあると便利です。

Wi-Fi、またはモバイル経由でインターネットに

アクセスできるようにしてください。

・クラウド接続、デバイス設定編が終了している前提としています。

・SIM挿入済み

・クラウド接続確認済み

・デバイス設定済み

・デバイス設定編にて使用したPLC
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クラウド接続編／デバイス設定編のおさらい

概要

おさらい
クラウドへのデータ送信（クラウド接続編）とデバイスからのデータ受信（デバイス設定編）をそれぞれ確認しました。
次は、一貫でデバイスからクラウドまでの一連でデータ送信を確認します。

・設定は、クラウド接続編、デバイス設定編にて完了しています。GW PLC を稼働させた状態からの確認です。



受信確認
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② クリック

① Windowsキー＋ Sキーより
Device Explorer を検索します

Device Explorerを起動します
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クラウド接続編にてセットした接続
文字列が入っています

クリック
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IoTデバイスが表示れ、Connected 
になっていることを確認します

クリック
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① IoTデバイスを選択します

② クリック
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IoTデバイスからの受信データ
を監視する状態になりました
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IoTデバイスからデータ受信を
受信しました
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受信データを先頭から確認し
ます
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受信確認

これで、クラウドへデータ上ることが確認できました。



送信確認
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クリック
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② JSONフォーマットで、デフォルトの内容以下を書き変えます
”device_type” ユニット名を入力
”dataName” データ名 を入力
”value” 任意の値 を入力 ダブルクォート付
”transactionId” 任意の数値 を入力 ダブルクォート付
で入力します

コピペ用
{"device_type":"test_device","dataName":"D100","value":"900","transactionId":"1"}
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① クリック

送信内容がOutputに表示されます

② クリック
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② スクロースさせ、
Messages To Device
に対する応答を探し確認します

”transactionId”が一致するデータが応答
データになります。
”returnCode”にて送信結果が返ります。
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次の受信データにて、
PLCに書き込んだデータを
読み込んでいることを確認
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送信確認

これで、クラウドからデータを書き込めることが確認

できました。
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クラウドーデバイス通信編は完了です！
お疲れさまでした！

次回、PowerBI編も公開予定です！
お楽しみに！


